
活
火
山
・
桜
島
と
と
も
に
生
き
る 

60
万
人
都
市

今
年
に
入
っ
て
か
ら
噴
火
活
動
が
活
発
に
な
り
、

１
月
26
日
以
降
、
52
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
爆
発
的
噴

火
（
本
格
的
な
マ
グ
マ
噴
火
と
し
て
は
３
０
０
年
ぶ

り
）を
繰
り
返
し
て
い
る
新
燃
岳（
鹿
児
島
・
宮
崎
県

境
）
の
様
相
は
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
２
月
初

旬
の
段
階
で
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
。

今
後
は
宮
崎
県
側
へ
の
大
量
の
降
灰
に
伴
う
土
石

流
な
ど
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
現
時
点

に
お
い
て
も
、
関
連
自
治
体
の
交
通
機
関
の
混
乱
や

風
評
被
害
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
が
早
く
も
深
刻
に

な
り
か
け
て
い
る
。
火
山
国
日
本
の
宿
命
と
は
い
え
、

一
刻
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

今
回
の
新
燃
岳
の
爆
発
的
噴
火
に
際
し
、
国
や
県

の
対
応
に
先
ん
じ
て
、
い
ち
早
く
支
援
に
動
い
た
の

は
鹿
児
島
市
だ
っ
た
。
宮
崎
県
側
へ
の
降
灰
が
盛
ん

に
な
り
始
め
た
１
月
29
日
に
は
、
森
博
幸
鹿
児
島
市

長
の
迅
速
な
決
断
に
よ
り
、
鹿
児
島
市
が
所
有
す
る

路
面
清
掃
車
や
散
水
車
な
ど
の
降
灰
専
用
車
両
計
13

台
お
よ
び
専
門
の
作
業
員
を
都
城
市
と
日
南
市
に
派

遣
。
灰
の
除
去
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
降
灰
除
去

専
用
車
両
を
持
た
な
い
（
こ
れ
ま
で
そ
の
必
要
が
な

か
っ
た
）
都
城
市
や
日
南
市
に
と
っ
て
、
桜
島
に
よ

る
降
灰
被
害
を
長
年
に
わ
た
っ
て
経
験
し
、
そ
の
対

策
を
熟
知
す
る
鹿
児
島
市
の
支
援
は
物
心
と
も
に
非

常
に
心
強
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
全
国
一
斉
に
報
じ
ら
れ

た
新
燃
岳
の
最
初
の
爆
発
的
噴
火
が
起
き
た
の
は
、

実
は
市
政
ル
ポ
の
取
材
前
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ま
ず
「
い
や
ぁ
、
驚
き

ま
し
た
ね
」と
い
う
森
市
長
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
桜
島
の
噴
火
は
日
頃
、
間
近
に
体
験
し
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
か
新
燃
岳
が
こ
ん
な
大
規
模
に
噴
火
す

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

し
か
も
森
市
長
は
取
材
前
日
、
全
国
市
長
会
の
委

員
会
出
席
の
後
、
空
路
で
鹿
児
島
に
移
動
中
、
窓
か

ら
新
燃
岳
の
噴
煙
を
遠
望
し
た
と
い
う
。

「
羽
田
か
ら
鹿
児
島
へ
向
か
う
飛
行
機
は
通
常
、
新

燃
岳
の
上
空
を
通
る

の
で
す
。
今
回
は
噴
火

の
影
響
で
大
き
く
迂
回
し
、

大
隅
半
島
上
空
を
ぐ
る
っ
と
回
る
形
に
な
り
ま

し
た
。
窓
か
ら
は
ち
ょ
う
ど
新
燃
岳
と
桜
島
の
２
つ

の
噴
煙
が
見
え
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
自
然
環
境
の
中
に
、
人
口
60
万
人
の
鹿
児
島
市
は

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
従
来
か
ら
噴
火
を

繰
り
返
し
て
き
た
火
山
と
い
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な

く
桜
島
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
記
録
に
残
っ
て
い
る

だ
け
で
も
30
回
以
上
の
大
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た

桜
島
は
、
近
年
、
小
規
模
な
噴
火
活
動
を
活
発
化
さ

せ
て
い
る
。
昨
年
に
は
つ
い
に
、
観
測
史
上
最
多
と

な
る
年
間
８
９
６
回
も
の
噴
火
を
記
録
。
そ
の
多
く

が
爆
発
的
噴
火
で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
森
市
長
は
、
新
燃
岳
の
爆
発
的
噴
火
と

降
灰
に
よ
る
宮
崎
県
側
の
混
乱
に
深
い
同
情
の
念
を

寄
せ
つ
つ
、
地
元
・
桜
島
の
状
況
に
関
し
て
は
恬て
ん
た
ん淡

と
し
た
態
度
を
崩
さ
な
い
。
桜
島
の
噴
火
活
動
が
い

か
に
鹿
児
島
市
民
に
と
っ
て
「
常
態
」
で
あ
る
か
が
、

そ
の
こ
と
か
ら
も
如
実
に
分
か
る
の
だ
。

そ
れ
は
歴
史
的
事
実
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
例
え

ば
平
成
21
年
に
放
映
さ
れ
、
全
国
的
な
人
気
を
呼
ん

だ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
篤
姫
』の
主
人
公
・
篤
姫
が

将
軍
家
定
の
も
と
に
輿
入
れ
す
る
際
、
故
郷
の
風
景

が
描
か
れ
た
掛
け
軸
を
持
参
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、

風
光
明め
い
び媚
な
錦
江
湾
の
山
水
画
に
は
、
桜
島
か
ら
上

る
噴
煙
が
ち
ゃ
ん
と
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
目
で
見
る
せ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
数

年
来
の
桜
島
の
噴
火
活
動
の
急
激
な
活
性
化
は
、
火

山
活
動
と
し
て
の
危
険
性
を
思
う
以
上
に
、
現
在
の

鹿
児
島
市
に
み
な
ぎ
る
活
気
と
ど
こ
か
共
鳴
し
て
い

る
現
象
の
よ
う
に
さ
え
思
え
て
く
る
の
だ
。
そ
の
活

気
の
源
泉
は
も
ち
ろ
ん
、
３
月
12
日
に
全
線
開
業
す

る
九
州
新
幹
線
・
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
存
在
に
あ
る
。

着
々
と
整
う 

「
新
幹
線
全
線
開
業
後
」へ
の
布
石

「
九
州
新
幹
線
・
鹿
児
島
ル
ー
ト
（
博
多
〜
鹿
児
島

中
央
。
以
下
、
九
州
新
幹
線
で
統
一
）の
全
線
開
業
は
、

40
年
来
の
誘
致
運
動
を
経
て
の
成
果
で
す
。
多
く
の

先
人
が
努
力
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
今
に
生
き
る
私
た
ち
は
ま
ず
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
全
線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
際
に
重
要
な
の
は
、
ほ
か
に
は
な
い
鹿

児
島
市
の
特
徴
を
い
か
に
拡
充
し
、
発
信
し
て
い
け

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
」（
森
市
長
）

新
幹
線
全
線
開
業
の
効
果
が
真
っ
先
に
表
れ
る
の

は
観
光
面
だ
ろ
う
。
鹿
児
島
市
で
は
新
幹
線
全
線

開
業
を
見
据
え
た
観
光
振
興
の
指
針
と
し
て
平
成
17

年
度
に「
鹿
児
島
市
観
光
未
来
戦
略
」を
策
定
。
端
的

に
は
こ
こ
数
年
来
約
８
０
０
万
人
台
で
推
移
し
て
い

る
観
光
入
込
客
数
を
、
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
で

１
０
０
０
万
人
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
る（
そ
の
う
ち
宿
泊
客
数
は
目
標
３
３
０
万
人
）。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本
方
針
を
「
感
動
─
魅

力
あ
ふ
れ
る
鹿
児
島
の
創
造
」「
歓
迎
─
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
満
ち
た
鹿
児
島
の
醸
成
」「
好
感
─
鹿
児
島
シ

テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
展
開
」「
交
流
─
国
際
観
光
・
広

域
観
光
の
推
進
」
と
定
め
た
。
さ
ら
に
ほ
か
に
な
い
鹿

（鹿児島県）

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
が
も
た
ら
す

「
大
交
流
時
代
」の
ま
ち
づ
く
り

市 政 ル ポ 鹿
か ご し ま

児島市

鹿児島市のシンボル・桜島

森
もり

博
ひろ

幸
ゆき

鹿児島市長
九州新幹線の終始発駅・鹿児島中央駅

幕末に英国留学した「若き薩摩の群像」の背後に観覧車が回る。
新幹線時代の鹿児島の新しい風景

九州新幹線の新型車両「さくら」
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（鹿児島県）

児
島
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
各
種
の
重
点
戦
略

を
構
築
し
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

そ
れ
ら
重
点
戦
略
・
事
業
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る

が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
約
す
れ
ば「
独
自
の
歴
史（
維

新
・
近
代
史
）」「
独
自
の
食
文
化
」「
独
自
の
自
然
環

境
」
の
活
用
と
発
信
と
な
る
だ
ろ
う
。
鹿
児
島
市
で

は
新
幹
線
全
線
開
業
に
先
駆
け
、
そ
う
し
た
特
質
を

観
光
客
に
深
く
広
く
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
ま

ち
歩
き
の
楽
し
み
」
や
「
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
」
を
数
多

く
用
意
す
る
と
と
も
に
ま
ち
並
み
整
備
も
着
々
と
進

め
て
き
た
。

例
え
ば
「
歴
史
ロ
ー
ド
“
維
新
ふ
る
さ
と
の
道
”」

は
、
幕
末
維
新
の
薩
摩
藩
の
動
き
を
立
体
的
に
体
感

で
き
る「
維
新
ふ
る
さ
と
館
」を
中
心
に
し
た
、
甲
突

川
の
左
岸
緑
地
を
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
た
事

業
だ
（
平
成
22
年
３
月
完
成
）。
や
は
り
整
備
の
進
む

甲
突
川
の
右
岸
に
は
観
光
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
休
憩
、

飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

を
建
設
（
平
成
22
年
８
月
完
成
）。
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

等
も
整
備
し
た
。

さ
ら
に
幕
末
維
新
の
歴
史
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
人
物
像

と
説
明
板
で
解
説
す
る
観
光
オ
ブ
ジ
ェ
（
市
内
７
カ

所
）
を
整
備
し
た
ほ
か
、
鶴
丸
城
址
・
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
前
庭
に

天
璋
院
（
篤
姫
）
像
を
そ

れ
ぞ
れ
設
置
し
、
観
光
客

の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

鹿
児
島
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
と
同
時
に
最
大
の

観
光
資
源
で
あ
る
桜
島
の

整
備
も
「
桜
島
観
光
振
興

プ
ラ
ン
」（
平
成
18
年
度
策

定
）
に
基
づ
き
、
平
成
19

年
度
か
ら
着
々
と
進
め
ら

れ
て
き
た
。

鹿
児
島
港
か
ら
わ
ず
か
15
分
で
渡
れ
る
桜
島
の
人

気
は
こ
れ
ま
で
も
非
常
に
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
噴
煙

を
間
近
で
見
ら
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
・
湯
之
平
展
望

所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
平
成
21
年
５
月
完
成
）や
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
の
溶
岩
に
囲
ま
れ
た
「
溶
岩
な
ぎ
さ

遊
歩
道
」出
発
点
の
公
園
へ
の
足
湯
設
置（
平
成
20
年

10
月
完
成
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
幹

線
全
線
開
業
後
に
急
増
が
予
測
さ
れ
る
観
光
客
へ
の

受
け
入
れ
態
勢
は
万
全
だ
。
中
で
も
海
越
し
に
対
岸

の
鹿
児
島
市
街
を
遠
望
で
き
る
足
湯
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
素
晴
ら
し
い
。

新
幹
線
全
線
開
業
を
前
に「
独
自
の
食
文
化
」発
信

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
感
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
事
業
と
し
て
は
、“
美
味
の
ま
ち
鹿
児
島
”「
薩
摩

美
味
（
ぅ
ん
ま
か
）
維
新
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

“
美
味
の
ま
ち
鹿
児
島
”「
薩
摩
美
味
（
ぅ
ん
ま
か
）

維
新
」は「
黒
豚
・
黒
牛
・
黒
酢
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

独
特
の
食
文
化
を
持
つ
鹿
児
島
の
魅
力
を
、
イ
ベ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み
」（
森
市

長
）
だ
。
イ
ベ
ン
ト
本
番
は
新
幹
線
全
線
開
業
直
後

の
最
初
の
週
末
（
３
月
19
〜
20
日
、
い
づ
ろ
・
天
文

館
地
区
）
に
開
催
さ
れ
る
が
、
鹿
児
島
の
食
文
化
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
新
メ

ニ
ュ
ー
の
披
露
、
そ
し
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
平
成
21

年
秋
か
ら
何
度
か
に
分
け
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
ほ
か
、
都
市
と
農
村
の
交
流
促
進
や
観
光
農

業
振
興
を
目
指
す
鹿
児
島
市
観
光
農
業
公
園
の
整

備
（
平
成
24
年
度
供
用
開
始
予
定
）、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、
中
心
市
街
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
（
平
成
17
年
度
〜
21
年
度
）、

平
川
動
物
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
（
平
成
21
年
度

〜
27
年
度
）、
市
内
観
光
地
を
専
用
バ
ス
で
巡
る
カ

ゴ
シ
マ
シ
テ
ィ
ビ
ュ
ー
事
業
な
ど
、
新
幹
線
全
線
開

業
を
に
ら
ん
だ
準
備
は
多
彩
か
つ
多
角
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。

「
同
時
に
鹿
児
島
市
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
存
在
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
や

観
光
地
ガ
イ
ド
を
担
う
《
か
ご
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
》の
育
成
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
鹿
児
島
市
の
市
街
地
の
動
く
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う

べ
き
市
電
に
つ
い
て
も
、
新
型
車
両
の
導
入
や
軌
道

敷
の
緑
化
事
業
を
行
い
、
既
に
市
民
・
観
光
客
か
ら

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」（
森
市
長
）

実
際
、
今
回
の
取
材
の
最
中
に
も
市
内
の
あ
ち
こ

ち
で
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
や
観
光
ガ
イ
ド
を
生
き
生

き
と
実
施
中
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
遭
遇
し
た
。

市
電
軌
道
敷
の
芝
生
に
よ
る
緑
化
に
つ
い
て
は
、

見
た
目
の
鮮
や
か
さ
と
と
も
に
、
そ
の
付
近
の
真
夏

の
路
面
温
度
を
最
大
18
度
も
下
げ
る
と
い
う
温
暖
化

防
止
効
果
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
市
内
の
各
種
交

通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
も
、
市
電
お

よ
び
バ
ス
の
低
床
化
、
段
差
を
極
力
減
ら
し
た
桜
島

フ
ェ
リ
ー
の
就
航
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
既
に
効
果
を

挙
げ
て
い
る
。

ま
た
海
外
も
含
め
た
各
地
開
催
の
物
産
展
な
ど
で

の
森
市
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
実
施
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
駆
使
し
た
宣
伝
戦
略
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
、
年
間
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
修
学
旅
行
の
誘
致
活
動
な

ど
、
ま
さ
に
「
鹿
児
島
市
を
挙
げ
て
、
考
え
得
る
限

り
の
努
力
を
、
で
き
る
限
り
実
施
」（
森
市
長
）
し
て

き
た
と
い
え
る
。
新
幹
線
の
全
線
開
業
を
目
前
に
控

え
、
前
述
し
た
鹿
児
島
市
中
心
市
街
地
に
み
な
ぎ
る

現
在
の
活
気
は
、
こ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
積
み
重

ね
の
効
果
が
、
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物

語
る
も
の
だ
ろ
う
。

三
都
市
連
携
の
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
と
効
果

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
の
「
効
果
」
は
、
終
始
発
駅

で
あ
る
鹿
児
島
市
を
活
性
化
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。

ほ
か
の
新
幹
線
の
前
例
を
見
て
も
明
白
な
よ
う
に
、

全
線
開
業
は
沿
線
に
位
置
す
る
都
市
に
よ
る
新
た
な

都
市
間
競
争
の
幕
開
け
で
も
あ
り
、
時
に
そ
の
「
効

果
」が
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
働
く
側
面
も
予
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
九
州
新
幹
線
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
中
央
駅

と
博
多
駅
は
最
速
１
時
間
19
分
で
結
ば
れ
、
鹿
児
島

市
〜
福
岡
市
は
完
全
な
通
勤
・
通
学
圏
と
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
本
州
か
ら
福
岡
に
来
て
い
た
観
光
客
が

も
う
少
し
足
を
延
ば
し
て
鹿
児
島
に
も
行
こ
う
と
い

う
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
が
大
き
く
開

け
た
半
面
、
鹿
児
島
市
に
支
社
を
置
い
て
い
た
企
業

の
中
に
は
、
福
岡
市
に
支
社
機
能
を
集
約
す
る
と
い

う
よ
う
な
動
き
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
鹿

児
島
市
の
労
働
力
が
福
岡
市
に
流
れ
る
可
能
性
だ
っ

て
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
動
き
も
な
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
実
際
問
題
と
し
て
、
九
州
新
幹
線

の
全
線
開
業
は
確
か
に
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
な

く
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
念
願
の

新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る
こ
と
の
意
義
や
意
味
を
差

し
置
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
た
だ
数
え
上
げ
て
い
る

だ
け
で
は
活
性
化
す
る
も
の
も
し
な
く
な
り
ま
す
。

む
し
ろ
そ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
払
拭
す
る
た
め
に

も
、
プ
ラ
ス
面
を
徹
底
的
に
享
受
す
る
べ
く
、
前
向

き
に
進
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
」（
森
市
長
）

バリアフリーの新型車両を導入した市電

観光客に人気の天璋院（篤姫）像

甲突川右岸緑地に完成した観光交流センター

幕末維新の薩摩藩の動きがすべて分かる「維新ふるさと館」

鮮やかに緑化された市電軌道敷を練り歩くおはら祭の群舞
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（鹿児島県）

平
成
20
年
８
月
に
締
結
さ
れ
た
「
鹿
児
島
市
・
熊

本
市
・
福
岡
市
三
都
市
交
流
連
携
協
定
」（
以
下
、
三

都
市
連
携
）
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
発
想
の
下
に
企

画
さ
れ
た
。
都
市
間
競
争
の
マ
イ
ナ
ス
面
以
上
に
、

プ
ラ
ス
面
を
見
据
え
た
試
み
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

地
域
主
権
・
地
方
分
権
改
革
の
進
展
や
道
州
制
の

議
論
を
は
じ
め
、
近
年
、
国
と
地
方
の
役
割
が
大
き

く
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
年
を
追
う
に
つ
れ
、

直
接
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
市
町
村
の
役
割
は

大
き
く
な
る
ば
か
り
だ
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

時
代
の
本
格
化
に
よ
る
財
政
難
の
さ
ら
な
る
進
展
に

悩
ま
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
化
や
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
時
代
に
対
応
し
た
自
立
的
か
つ
臨
機
応
変
な
都

市
経
営
の
必
要
性
な
ど
に
も
迫
ら
れ
、
都
市
を
巡
る

社
会
的
環
境
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

そ
れ
は
特
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
露
を
周
囲
か

ら
期
待
さ
れ
る
県
都
に
お
い
て
顕
著
に
な
り
が
ち

だ
。
そ
う
し
た
危
機
感
を
共
通
認
識
と
し
て
持
っ
て

い
た
森
博
幸
鹿
児
島
市
長
・
幸
山
政
史
熊
本
市
長
・

吉
田
宏
福
岡
市
長
（
締
結
当
時
。
平
成
22
年
12
月
か

ら
は
髙
島
宗
一
郎
市
長
）
は
、
九
州
新
幹

線
・
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開
業
で
都
市

が
１
本
に
結
ば
れ
る
の
を
契
機
に
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
連
携
・
協
力
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
意
見
が
一
致
。
締
結
の
席
上
、

三
都
市
の
密
接
な
交
流
・
連
携
を
、
三
都

市
だ
け
で
な
く
、
九
州
の
す
べ
て
の
市
町

村
の
浮
揚
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
が
契
機
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
三
都
市
連
携
は
観
光
振
興

が
主
体
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
、

協
定
の
目
的
と
連
携
項
目
は
非
常
に
幅
が
広
い
。

（
１
）
市
政
の
共
通
課
題
に
係
る
共
同
調
査
・
研
究
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）市
民
の
交
流
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
観
光
振
興
な
ど
に
向
け
た
施
策
推
進
に
関
す
る

こ
と
。

（
４
）地
域
資
源
の
相
互
活
用
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

（
５
）
そ
の
他
、
三
市
が
協
議
し
て
必
要
と
認
め
る
事

項
。観

光
振
興
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
構
成
す
る
協

議
会（
九
州
縦
断
県
都
観
光
ル
ー
ト
協
議
会
）に
よ
る

東
ア
ジ
ア
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
旅
行
関
係

者
の
招
へ
い
事
業
な
ど
、
連
携
事
業
が
既
に
行
わ
れ

て
い
た
。
協
議
会
に
よ
る
こ
う
し
た
観
光
連
携
事
業

は
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
新
た
に
発
足
し
た
三
都

市
連
携
で
は
、
観
光
振
興
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

三
都
市
の
共
通
点
を
見
出
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

「
既
に
三
都
市
の
施
設
入
場
券
の
共
通
割
引
制
度

を
つ
く
っ
た
り
、
三
都
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
共
同
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
も

着
々
と
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
三
都
市
に
共
通

す
る
課
題
と
し
て
、
特
に
環
境
施
策
に
か
か
わ
る
施

策
、
協
議
会
が
行
っ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
を
対
象
と
す

る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
地
場
産
業
の
全

国
発
信
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
」（
森
市
長
）

森
市
長
は
鹿
児
島
市
・
熊
本
市
・
福
岡
市
の
三
都

市
連
携
を「
九
州
に
お
け
る
背
骨（
縦
軸
）の
強
化
」だ

と
も
表
現
す
る
。
そ
し
て
今
後
は
、
こ
の
背
骨
（
縦

軸
）
の
強
化
を
新
幹
線
全
線
開
業
後
の
各
都
市
の
活

性
化
に
結
び
付
け
る
と
と
も
に
、
九
州
全
体
の
活
性

化
お
よ
び
浮
揚
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
大

切
だ
と
力
説
す
る
。

国
内
外
を
問
わ
な
い
大
交
流
時
代
の
幕
開
け

三
都
市
連
携
は
前
述
の
よ
う
に
、
今
後
、
さ
ら
に

海
外
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

情
報
発
信
の
強
化
を
活
動
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
る

が
、
２
月
に
は
早
速
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
で
三
都
市
連

携
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
観
光
振
興
・
物
産
紹
介
な

ど
）を
実
施
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
の
す
べ
て
は
三
都
市
の
市
長
が
出

席
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
な
る
わ
け
だ
が
、
森
市

長
単
独
で
も
、
鹿
児
島
市
の
情
報
発
信
を
目
的
と
す

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

中
で
も
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
平
成
22
年

12
月
３
日
と
４
日
、
森
市
長
が
鹿
児
島
市
の
観
光
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊「
薩
摩
観
光
維
新
隊
」を
率
い
て
青

森
市
で
実
施
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
だ
ろ
う
。
森
市

長
は
翌
日
に
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
を
控
え
る
鹿
内

博
青
森
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
全
線
開
業
当
日
の
４

日
に
青
森
市
の
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
「
う
ま
し

た
の
し

青
森
正
直
市
」
に
薩
摩
観
光
維
新
隊
を
率

い
て
参
加
。
鹿
児
島
市
の
Ｐ
Ｒ
を
大
い
に
展
開
し
た
。

「
今
回
の
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
の
意
義
は
、

単
に
九
州
新
幹
線
を
意
識
す
る
だ
け
で
は
と
ら
え
き

れ
ま
せ
ん
。
九
州
新
幹
線
の
開
通
に
よ
る
鹿
児
島
お

よ
び
九
州
の
活
性
化
の
実
現
を
基
本
目
標
に
し
な
が

ら
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
州
最
北
の
青
森
か
ら
九
州

最
南
端
の
鹿
児
島
ま
で
の
約
２
０
０
０
㎞
が
高
速
鉄

道
で
一
本
に
結
ば
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
の
意
義

を
、
も
っ
と
日
本
全
体
が
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
日
本
国
民
は
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

高
速
鉄
道
網
の
高
度
な
充
実
化
は
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
に
も
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
と
な
る
は
ず
で
す
。
青

森
市
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
、
私
な
り
の
そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り

で
す
」（
森
市
長
）

今
の
と
こ
ろ
も
ち
ろ
ん
、
新
青
森
〜
鹿
児
島
中
央

間
が
一
本
の
列
車
で
走
破
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
州
の
最
北
端
の
青
森
と
九
州
の
最
南
端

の
鹿
児
島
が
新
幹
線
と
い
う
一
本
の
動
脈
で
結
ば
れ

た
こ
と
は
絶
対
的
な
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
新
幹
線
を
利
用
し
て
出
張
す
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
１
泊
コ
ー
ス
だ
っ
た
新
青
森
〜
東
京
が

３
時
間
10
分
（
３
月
５
日
の
『
は
や
ぶ
さ
』
運
行
開
始

後
）、
新
大
阪
〜
鹿
児
島
中
央
間
は
３
時
間
45
分
と
、

共
に
日
帰
り
コ
ー
ス
に
な
る
。
ま
た
新
青
森
〜
新
大

阪
間
は
約
５
時
間
40
分
（『
は
や
ぶ
さ
』
と
『
の
ぞ
み
』

を
乗
り
継
い
だ
場
合
）、
名
古
屋
〜
鹿
児
島
中
央
間

（『
さ
く
ら
』と『
の
ぞ
み
』を
乗
り
継
い
だ
場
合
）は
約

４
時
間
30
分
と
、
こ
れ
も
ま
た
無
理
を
す
れ
ば
日
帰

り
は
可
能
だ
。

ち
な
み
に
東
京
〜
鹿
児
島
中
央
間
は
約
６
時
間
30

分（『
の
ぞ
み
』と『
さ
く
ら
』を
乗
り
継
い
だ
場
合
）で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
帰
り
は
無
理
に
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
東
京
〜
博
多
間
を
新
幹
線
利
用
し
て
い
た

人
に
と
っ
て
は
、
ほ
ん
の
ひ
と
足
延
ば
し
た
だ
け
で

鹿
児
島
に
ま
で
行
け
る
と
い
う
具
合
に
、
鉄
道
旅
行

の
在
り
方
は
が
ら
り
と
変
わ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」

の
交
流
の
在
り
方
も
、
当
然
、
こ
れ
ま
で
と
は
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

森
市
長
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
本
州
最
北
端

の
青
森
と
九
州
最
南
端
の
鹿
児
島
が
高
速
鉄
道
で
結

ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
す
る
の
は
「
単
な
る
交
流

時
代
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
の
関
心
を
も
含
め
た
大

交
流
時
代
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
す
な
わ
ち
本
州
・
九
州

が
一
本
化
さ
れ
た
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る
。

鹿
児
島
市
が
着
々
と
準
備
し
て
き
た
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
が
、
実

際
に
全
線
開
業
し
た
後
、
さ
ら
に
ど
う
進
化
し
て
い
く

の
か
。
今
か
ら
そ
の
展
開
が
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

�

（
取
材
・
文

遠
藤

隆
）

リニューアル工事が進む平川動物公園には桜島を望
む足湯も完備

幕末維新史を立体的に説明する「時標（ときしるべ）」と「ま
ち歩き観光ステーション」は鹿児島散歩のオアシス

九州新幹線全線開業後3月〜5月まで開
催される「第28回都市緑化かごしまフェ
ア」のマスコットキャラクター「ぐりぶー」

桜島フェリー初の電気推進船でスーパーエコシップの新船「サクラエン
ジェル」（3月10日就航予定）
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